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はじめに

• 語義の識別

–対象単語の前後の文脈を利用

–文脈の捉え方：出現単語の類似性

• 問題点

–概念は同じでも使う単語が異なる場合がある

• 異表記同義語への対策

–辞書などの事前知識の活用
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Webからの事前知識獲得

• Wikipedia の利用

– 「曖昧さ回避のためのページ」の利用

– ラベル（個別の意味）とその説明の両方を利用

• 従来研究
– Simone Paolo Ponzetto, Michael Strube: “Exploiting Semantic Role 

Labeling, WordNet and Wikipedia for Coreference Resolution”, 

• Wikipedia の「曖昧さ回避のためのページ」のみ利用

– Michael Strube, Simone Paolo Ponzetto: “WikiRelate! Computing Semantic 
Relatedness Using Wikipedia”, 

• Wikipedia のカテゴリのみを利用した単語類似度の計算手法
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例：「核」の曖昧さ回避ページ
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項目「原子核」の説明文
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Wikipediaを利用した事前知識獲得

• 獲得手順
1. 意味ラベルをルートハブとする

2. 各意味の説明文に対して出現単語を抽出

3. 出現単語の頻度を計算

4. 頻繁に出現する単語を抽出

5. ルートハブに頻出単語を接続する

6. ノード間のエッジに頻度による類似度を付与

• 獲得手段
– HyperLexアルゴリズムの最小スパン木を利用
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HyperLexアルゴリズム

• HyperLexによる語義識別（Agirre,Soroa 2007）

–単語共起によるグラフの作成

• ノードは単語、エッジには相対頻度

–高密度なノード（ハブ）を求める

• HyperLexアルゴリズム

–最小スパニング木を求める

–各文に対してスコアベクトルを計算

– Markov Clustering (MCL)でクラスタリング
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共起グラフの作成

• 文中の名詞に対し、共起グラフを作成

– ノード：対象単語以外の名詞

–エッジ：同じパラグラフに2単語あれば共起

–エッジの重み wij ：

• ノード iとノード jの共起頻度

ノード
i

ノード
j

wij
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ルートハブの見つけ方

• HyperLex
– 高頻度で共起するノード群は同じ意味

• 処理
1. 最も共起頻度の高いノード nに対して、基準
を満たしていればルートハブとする

2. ノード nに連結するノードを削除

3. コンポーネントの作成：ルートハブと連結す
るノードの単語集合の作成

4. 1.～2. を繰り返す
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ルートハブとする基準

1. エッジの最小頻度

2. ノードの最小頻度

3. エッジの最大重み

4. 文の最小単語数

5. ハブに隣接するノードの最小数

6. ハブに隣接するノードの平均重みの最大値

7. ハブの最小頻度

8. ハブの数
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ルートハブの例
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ルートハブの例

monde

victoire football

équipe

coupe match

eau

irrigation

fleuve

électricité

riviére production



13

ルートハブの例
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最小スパン木

• 対象単語とルートハブを距離 0 で連結
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スコアベクトル

• 対象文に対し、各ハブ毎のスコアを計算

• 文中の名詞 vに対してスコアを計算
– d(hi, v): ハブ hiと vの距離

–スコア si: ハブ iのスコア

• 対象文のスコアベクトル
–すべての単語のベクトルの総和
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Markov Clustering

• 2 文の関連度を要素とする正方行列M

– 2 つのスコアベクトルのコサイン

–類似度の最大値のみを残して、その他は 0

• 行列M に対して、マルコフクラスタリング

–グラフ内をランダムウォーク

–同じクラスタならば、同じクラスタ内を巡る傾向



おわりに

• Wikipediaによる事前知識獲得手法の提案
–意味ラベルとその説明文の両方を利用

– HyperLexアルゴリズムの最小スパン木で表現

–システムの構築と実験はこれからの課題

• 問題点
–固有表現には強そうだが、一般名詞は微妙

• 「一般」、「気持ち」など項目のない単語への対応

–曖昧さ回避ページが存在しない単語もある
• 「記録」、「技術」など
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